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誘導型 Cas9 プラットフォーム構築を試みた。Site-specific multi-segment cloning 
strategyを採用することにより、迅速かつ簡便に複数 sgRNAsの組込みを可能とした。
Cas9非誘導時のゲノム編集（リーク）に関して、様々な細胞種、臓器、ターゲット遺伝
子の組み合わせにより評価を行った。特に RC-プラットフォームは高い効率でゲノム編
集が誘導可能であり、かつリークも最小限に抑えられていた。さらに、本研究における
プラットフォームは、ウィルムス腫瘍や小腸腺腫進展という複雑な遺伝子変異を持つ発
癌モデルに応用され、先進的発癌モデルとして提示することに成功した。 
 以上の研究は、古典的な手法では極めて多大な時間と労力を要していた疾患モデル動
物の作製を迅速・簡便化することに貢献し、様々な生物の個体レベルでの生命現象の解
明に寄与するところが多い。 
したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
なお、本学位授与申請者は、平成31年2月20日実施の論文内容とそれに関連した試問
を受け、合格と認められたものである。 
 
 
 
 
 
